
私、住警器マンが

庁舎を案内します！
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石巻広域消防本部、石巻消防署には、火災、救急、救助などの災害に素早

く対応するため、敷地内に色々な建物や工夫されたものなどがあります。
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まずは、

消防庁舎を見てみましょう。

建物は３階建てで鉄筋コンクリート

造の丈夫な構造でつくられています。

免震構造

消防庁舎の地下は免震構造になっています。

建物を支える基礎にゴム状の部材を置き、大きな地震が

起きても揺れを吸収して建物を守る構造になっています。

車庫内

車庫には、いつでも出動できるよう消防車

や救急車が駐車されています。

冬は車両のエンジンを守ったり、ポンプが

凍結しないよう、保温するために車庫の

シャッターを閉じる場合があります。

排気ホース

車庫内にはエンジンを暖機運転した場合の排気ガ

スを排出するため、排気ホースが備えてあります。

排気ホースを車両のマフラーに取り付けて使用し

ます。

資機材庫には、消火活動で隊員が使用する空気ボンベ

などを保管しています。また、消防器具の修理などを

行えるよう作業台や工具を備えています。
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消毒室

消毒室には、滅菌機があり救急資機

材の消毒保管をすることができます。

食堂

仮眠室

浴場

指令スピーカ

仮眠室で隊員が休憩していても、

備えられている指令用スピーカからの出動指

令でいつでも出動できるようになっています。

昼夜を問わず、２４時間災害出動できる

よう日常生活同様に仮眠室（ベッド）、

食堂、浴場が備えてあります。

滅菌機

防火衣室

防火衣室には防火衣を素早く着装できるよう準備

されています。交代で勤務しているので、自分の

防火衣かけは回転して切り替えることができます。
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階段回転ポール

２階から隊員が出動する場合は、階段を使いま

す。階段の踊り場には、隊員がすばやく回転で

きるよう回転ポールが備えてあります。

消防署事務室

出動がないときは訓練や資機材の点検整備

を実施するほか、災害に対応するための計

画を立てたり、火災を予防するための事務

の仕事をしています。

トレーニング室

消防隊員は過酷な災害現場で活動

するための強靭な体力が必要です。

隊員たちは日々、体力トレーニン

グを行っています。

会議室は、会議のほか、広い空間を

利用して救急訓練にも活用していま

す。災害の知識を勉強するための研

修なども行われたりします。
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３階には通信指令室があります。

石巻市・東松島市・女川町の火災・救急・救助の１１９番通報は、ここ通

信指令室で受け付けます。受け付けした緊急通報は、通信員によって各消

防署へ出動指令が出され、消防車や救急車が災害現場へ急行します。

通信指令室

通信指令室では、

災害現場の情報をいち早く収集したり、消防

車や救急車へ通報状況を連絡するために無線

通信を行います。

通信指令室にある１１９番通報を受け付ける指

令台には、停電時でも使用できるよう屋上に非

常用発電設備を備えてあります。

非常用発電設備

災害対策室

無線塔災害対策室では、大規模災害などの災害対応方法

を検討したり、火災の消火活動の作戦を検討しま

す。 無線塔には無線通信を行うためのアンテナが

たくさん設置されています。

また、夜間は明日の天気予報をライトアップ

の色で表しています。

オレンジ：晴 青色：雨（雪） 白色：曇

消防本部事務所

消防本部事務所では、石巻地区全体の消防の事務の調

整を図っています。隊員の装備の検討、資機材の検討、

火災を予防するための検討などの事務を行っています。
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出動表示板

出動表示板は、車庫前の道路に設置してある表示板で

消防車が緊急出動するときに通行する車に緊急出動す

ることを知らせるために設けられています。

緊急出動時は赤色の回転灯と緊急出動のサインが表示

されます。

消防本部の駐車場には、ヘリポートがあります。

宮城県防災ヘリコプターやドクターヘリコプターが

着陸する場所として利用できます。

夜間でも着陸できるようリンクライトという照明が

備えてあります。

ヘリポートホース乾燥塔

ホース乾燥塔は、火災現場で使用した消火用ホース

を吊るし乾燥させる装置です。

一度にたくさんのホースを干すことができます。

訓練塔

消防本部には、隊員が訓練できるよう

３つの訓練塔が設けられています。訓

練塔では、消火・救助・救急の訓練が

行えるようになっています。

たて坑

たて坑は、井戸などの縦穴空間

での救助訓練を行うための施設

です。

濃煙室

濃煙室は、火災の煙を再現し煙

で視界が遮られた場合の訓練を

することが可能です。

放水壁

放水壁は、放水訓練時に

使用します。放水した水

が飛び散らないよう工夫

され、放水した水を再利

用することも可能です。
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